



















































































































































































































































	第3章　調査対象河川の環境現況
	3.6 河川空間特性の検討
	3.6.1 河川空間区分
	3.6.2 ゾーン区分及び拠点地区の選定


	第4章　河川環境整備計画の立案手順と諸条件の検討
	4.1 河川環境整備計画の立案手順
	4.1.1 水質・流況改善計画の立案手順
	4.1.2 空間整備計画の立案手順

	4.2 目標年次の設定
	4.3 環境目標の設定
	4.3.1 環境目標の意味
	4.3.2 水質目標
	4.3.3 流量目標
	4.3.4 空間整備目標

	4.4 住民の河川環境改善に対するニーズ
	4.5 河川の将来水質
	4.5.1 将来水質の算出方法
	4.5.2 流域の将来フレーム
	4.5.3 河川水質の予測結果

	4.6 水質・流況改善技術の現状
	4.6.1 水質改善技術の種類と適用条件
	4.6.2 河道内に適用可能な水質改善技術とその評価
	4.6.3 流況改善技術の種類と適用条件

	4.7 河川空間の利用形態を制約する条件
	4.7.1 河川空間内の位置と利用形態
	4.7.2 高水敷の冠水頻度と利用形態
	4.7.3 環境整備以外の目的を持つ河川空間利用計画との調整


	第5章　河川環境整備基本構想の基本的考え方
	5.1 水質改善計画の考え方
	5.2 流況改善計画の考え方
	5.3 空間整備計画の考え方
	5.4 流出土砂抑制計画の考え方

	第6章　安養川環境整備基本構想
	6.1 河川環境上の問題点と将来見通し
	6.1.1 水質面
	6.1.2 流況面
	6.1.3 空間利用面
	6.1.4 治水面

	6.2 水質改善計画
	6.2.1 基本方針
	6.2.2 目標水質
	6.2.3 適用技術の選定
	6.2.4 主要施設の設計基準
	6.2.5 期待される水質改善効果

	6.3 空間整備計画
	6.3.1 基本方針
	6.3.2 ゾーニングと各ゾーンの整備計画
	6.3.3 拠点地区の整備計画
	6.3.4 施設と植栽計画


	第7章　良才川環境整備基本構想
	7.1 河川環境上の問題点と将来見通し
	7.1.1 水質面
	7.1.2 流況面
	7.1.3 空間利用面
	7.1.4 治水面

	7.2 水質改善計画
	7.2.1 基本方針
	7.2.2 目標水質
	7.2.3 適用技術の選定
	7.2.4 主要施設の設計基準
	7.2.5 期待される水質改善効果

	7.3 空間整備計画
	7.3.1 基本方針
	7.3.2 ゾーニングと各ゾーンの整備計画
	7.3.3 拠点地区の整備計画
	7.3.4 施設と植栽計画


	第8章　牛耳川環境整備基本構想
	8.1 河川環境上の問題点と将来見通し
	8.1.1 水質面
	8.1.2 流況面
	8.1.3 空間利用面
	8.1.4 治水面

	8.2 流況改善計画
	8.2.1 基本方針
	8.2.2 目標流況
	8.2.3 適用技術の選定
	8.2.4 主要施設の設計基準

	8.3 空間整備計画
	8.3.1 基本方針
	8.3.2 ゾーニングと各ゾーンの整備計画
	8.3.3 拠点地区の整備計画
	8.3.4 施設計画


	第9章　貞陵川環境整備基本構想
	9.1 河川環境上の問題点と将来見通し
	9.1.1 水質面
	9.1.2 流況面
	9.1.3 空間利用面
	9.1.4 治水面

	9.2 水質改善計画
	9.2.1 基本方針
	9.2.2 目標水質
	9.2.3 適用技術の選定
	9.2.4 主要施設の設計基準
	9.2.5 期待される水質改善効果

	9.3 空間整備計画
	9.3.1 基本方針
	9.3.2 ゾーニングと各ゾーンの整備計画
	9.3.3 拠点地区の整備計画
	9.3.4 施設及び植栽計画


	第10章　事業計画
	10.1 全体事業計画
	10.1.1 全体事業計画の構成
	10.1.2 優先順位の検討
	10.1.3 年次投資計画

	10.2 第1期事業計画


